
いわみざわ

第
十
二
施
設
群
は
、
平
成
二
十
四

年
八
月
二
十
四
日
か
ら
九
月
十
八
日

ま
で
の
間
、
北
部
方
面
施
設
隊
訓
練

検
閲
に
参
加
し
た
。
群
は
、
八
月
二

十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
間
、

応
急
出
動
準
備
を
行
い
、
出
陣
式
を

実
施
し
た
後
、
二
十
七
日
に
岩
見
沢

駐
屯
地
を
出
発
し
、
各
戦
闘
地
域

（
島
松
大
演
習
場
・
矢
臼
別
演
習

場
）
に
進
入
し
た
。

北
部
方
面
施
設
隊
長

池
田
一
佐

は
、
要
望
事
項
と
し
て
「
合
心
協

力
」
「
底
力
を
見
せ
よ
」
の
二
点
を

要
望
さ
れ
た
。
ま
た
、
群
長

野
路

一
佐
は
、
要
望
事
項
と
し
て
「
基
本

に
忠
実
で
あ
れ
」
を
要
望
さ
れ
た
。

長
期
間
の
検
閲
で
あ
っ
た
が
、
隊

員
は
一
丸
と
な
り
疲
れ
た
顔
も
見
せ

ず
、
任
務
に
邁
進
し
、
一
件
の
事
故

な
く
所
命
の
成
果
を
得
た
。

二
十
日
間
の
死
闘

所
命
任
務
を
完
遂群長 野路１佐(出陣式にて訓示)

応急出動時に駐屯地内にて
不審者発見！

すぐさま捕獲した６中隊 敦賀２曹

各中隊の「家族へ宛てた手紙」を
業務隊に移管する最先任上級曹長

出発前、各中隊車両を１台ずつ
点検している２直支 坂梨２曹

バイクで戦闘地域を偵察する
偵察班長 米田３尉

野外炊事により隊員の食事を作っ
ている炊事班 ３日に１度、夜食

の配給も行ってくれました

「もの作り」にはまず測量
６中隊 花田士長

仕上げの植生作業

陸上幕僚長及び北部方面総監による
方面予備指揮所による点検

可憐な運転で機械を乗りこなす
器材中隊 新岡３曹

６中隊 山下３曹

ＶＬＴＢ架橋 ９０式戦車の
試験走行を誘導する
器材中隊 佐々木２曹

辛くても笑顔
５中隊 嶋田士長、佐藤１士

これぞ施設の力！！

１８日に行われた講評及び
優秀隊員表彰

方面音楽隊の隊員による
方面指揮所前の歩哨・警戒

状況も無事終了！
おつかれさまでした！！

発行所 隊友会岩見沢支部
編 集 陸 上 自 衛 隊

岩見沢駐屯地
印刷所 福祉村

岩見沢市栗沢町
最上350

TEL(0126)45-2721

８月２４日

８月２６日

８月２６日

８月２７日

９月１日

９月２日

９月３日

９月３日

９月４日

９月８日

９月１０日

９月１１日

９月１１日

９月１２日

９月１８日



今回、８月２４日から９月１８日までの長期の演習に参
加しました。北施隊はこの間に訓練検閲を受閲する事に
なっていました。自分は、自衛隊生活７年目ですが、この
様な長期の検閲は初めての経験でした。検閲に臨むにあた
り、まず自分の中で目標を立てました。一点目は、「元
気」です。期間が長いので、疲れると声が出なくなると思
い、疲れた時こそ大きな声で復命復唱、号令等を出すと決
めました。二点目は、「作業効率」です。どんな細かい作
業内容でも、先々を考えて行動し、また率先して行動して、
長期間を乗り切ろうという二点を自分の中で決めました。

検閲が始まり、まず悩まされたのは、例年にはない暑さ
でした。応急出動間は難なくこなし演習場へ。坑道中隊の
作業内容は、他中隊への資材輸送、半地下３カ所の構築、
４．５型車両用掩蓋掩壕の構築及び警備線の展張でした。
資材輸送にいては、苗穂、東千歳、旭川の各駐屯地に行き、
資材を受領し、各中隊に交付をしました。半地下について
は、示された位置の木を伐採し、油圧による掘開という内
容であり、これらについては、皆で協力し、しっかりと任
務達成する事が出来ましたがライナープレートの構築につ
いては、他の任務に比べ、とても困難でした。暑さによる
疲れ、雨等色々と大変でした。そんな中でも、自分の決め
ていた目標を思い出しながら、元気を出し、率先して行動
し、皆で一致団結して、任務達成する事が出来ました。そ
して、１２日に状況は終了。「状況終了」の言葉を聞き、
やっと終わったと安心しました。自分がここまで頑張れた
のは、先輩、同期、後輩が助けてくれたからこそだと心か
ら思っています。これからは、この経験を生かし、皆の役
に立てる様に頑張っていこうと思います。第１２施設群第
３０２坑道中隊で仕事が出来て、本当に幸せです。

総合戦闘力演習に参加して

第３０２坑道中隊

３等陸曹 宇佐美 圭介

第３３７施設中隊

陸士長 豊田 和成

隊 員 だ よ り

訓練検閲に参加して
今年の２月から５月までの間、北部方面施設隊初級測量

教育課程に参加し、自分の知らない知識をたくさん学びま
した。原隊復帰後は、群野営、群検閲を測量班の一員とし
て参加し、新たな知識と現場での経験を積むことができま
した。
そして今回８月２４日から９月１９日までの間、中隊は訓
練検閲に臨み、私は第１小隊第１分隊の施設手として参加
しました。中隊は方面隊の予備指揮所（指揮所用簡易掩蓋
掩壕）４つ、及び半地下式指揮所３つの構築を命ぜられ、
私は構築の際、主に測量班として携わりました。
今回の検閲においては、初めて自分が測量機器を取り扱

うということで緊張や不安等がありましたが、事前に測量
班で練成し本番に備えることができました。
構築物が４つあった為、縦断測量、横断測量、一次経始

においては、斜面に対する縦・横方向の構築、一次堀開入
口部側から、又、妻部側からの堀開、そしてそこからの二
次経始、二次堀開、高低差の計算、色々なパターン等、そ
の状況に応じて考え、測量班で意見を出し合いながら実行
し、難しい場面もありましたがまたそこが面白く、測量の
楽しさ大変さをさらに知ることができました。
今回微力ながらも中隊の任務達成に貢献出来たと思いま

す。今後は更に経験を積んで技術を磨けるようこれからの
訓練に臨んでいきたいです。

平成２４年度北部方面施設隊

測量手として優秀、北施隊長賞受賞！

測量中の写真

施設陸曹として優秀、最先任顕彰受賞！



ジブラルタ生命
私たちはプルデンシャル・グループの一員です。
プルデンシャルは、１３０余年の歴史を持つ米国最大級の金融機関であり

世界の顧客に幅広い金融商品・サービスを提供しております。

ジ ブ ラ ル タ 生 命 保 険 株 式 会 社

岩 見 沢 支 部

〒068－0024 岩見沢市４条西４丁目 グレイズ寺江ビル4F

TEL:(0126)２２－４８７５ FAX:(0126)２２－５７３４

ジブラルタ生命
私たちはプルデンシャル・グループの一員です。
プルデンシャルは、１３０余年の歴史を持つ米国最大級の金融機関であり

世界の顧客に幅広い金融商品・サービスを提供しております。

ジ ブ ラ ル タ 生 命 保 険 株 式 会 社

岩 見 沢 支 部

〒068－0024 岩見沢市４条西４丁目 グレイズ寺江ビル4F

TEL:(0126)２２－４８７５ FAX:(0126)２２－５７３４

任務完遂無事帰国
ハイチ派遣国際救援隊２０名

平成２４年１月２７日に、ハイチ派遣国際救援隊（第６次隊要員）として２０名が派遣され、同年８
月７日、１７日、２２日とそれぞれ無事任務を完遂し日本へ帰国した。１０月１３日には、派遣活動に
ご支援いただいた協力団体の代表者の方々に対して感謝の意を表し、「帰国報告会」が実施された。

ハイチでの「約６ヶ月間」は長いようであっという間であり、その中で派遣隊員は皆それぞれ得たも
のは大きいであろう。そして帰国隊員の今後における岩見沢駐屯地での活躍を期待したい。

８月１７日 帰国した
本管 高橋(克)１曹と施設
隊長(池田１佐)の堅い握手

８月７日帰国
大井３曹

８月２２日帰国
長谷１曹

８月７日帰国
平澤２曹

８月７日帰国
赤星２曹

帰国を報告
協力団体に

感謝の盾を贈呈

帰国報告会
慰労会にて
群長挨拶

帰国報告会での
岩見沢市長 松野氏

による祝辞

帰国報告会にて
賞詞の授与



代表取締役

0126-22-5871

岩見沢市有明町南１番地７

多彩な催しにご利用いただける施設です。

株式会社 振興いわみざわ
代表取締役 北市 宗三

岩見沢市有明町南１番地７

お気軽にお電話ください。

株式会社 振興いわみざわ
岩見沢市3条西2丁目ツタヤビル4F 店 主 平 井

0126-(22)-8873

飲み放題 3000円（５名様から）

北の国から

SNACK

私
が
本
部
管
理
中
隊
衛
生
班
で
、
衛
生
救

護
手
と
し
て
勤
務
し
、
早
三
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
私
の
現
在
の
目
標
は
陸
曹
に

な
る
こ
と
で
す
。
日
々
の
体
力
練
成
、
訓
練

技
術
の
向
上
、
知
識
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
初
め
て
受
閲
す
る
訓
練
検
閲

が
、
班
、
群
、
隊
と
立
て
続
け
に
あ
り
少
々

戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
諸
先
輩
方
の
助

け
も
あ
り
、
無
事
任
務
を
完
遂
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
隊
検
閲
の
約
一
ヶ
月
間
、

最
後
ま
で
気
を
抜
か
ず
任
務
を
遂
行
し
た
結

果
、
北
部
方
面
施
設
隊
最
先
任
上
級
曹
長
顕

彰
を
頂
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
気
を
抜
か
ず

日
々
努
力
し
、
陸
曹
目
指
し
頑
張
り
ま
す
。

も
う
一
つ
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
目
標
が

あ
り
ま
す
。
大
好
き
な
音
楽
を
続
け
て
い
く

事
で
す
。
私
は
自
衛
隊
入
隊
前
、
歌
手
と
し

て
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
趣
味
と
し

て
単
純
に
歌
う
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
先

任
の
御
好
意
で
岩
見
沢
の
キ
タ
オ
ン
で
歌
う

機
会
を
作
っ
て
頂
き
、
久
し
ぶ
り
の
大
ス
テ

ー
ジ
で
、
と
て
も
楽
し
い
ラ
イ
ブ
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
音
楽
を
続
け

、
い
つ
か
岩
見
沢
駐
屯
地
年
忘
れ
行
事
に
て

、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
、
岩
見
沢

駐
屯
地
の
名
物
行
事
に
し
た
い
で
す
。

目

標

本
部
管
理
中
隊

陸
士
長

横
尾

武

隊創立記念時の写真
中隊のマスコット的

存在です

マ
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー

ま
ず
は
、
最
近
体
型
を
気
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
妻
、
サ
ッ
カ
ー
と
遊
び
に
夢
中
で
勉

強
が
嫌
い
な
小
学
六
年
の
長
男
（
先
生
の
話

に
よ
る
と
小
学
一
年
の
妹
を
遠
め
に
見
て
る

と
い
う
優
し
い
一
面
が
あ
る
ら
し
い
）
、
学

校
か
ら
帰
る
と
宿
題
だ
け
は
し
っ
か
り
片
づ

け
て
遊
び
に
出
か
け
る
食
い
気
旺
盛
な
小
学

一
年
の
長
女
、
甘
え
ん
坊
で
我
儘
だ
け
ど
意

外
に
一
番
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
年
長
の
二
女
（
姉
妹
喧
嘩
の
原
因
に
な
っ

て
い
る
こ
と
多
数
、
生
意
気
な
言
葉
遣
い
で

妻
を
挑
発
す
る
）
、
私
自
身
は
、
九
州
生
ま

れ
で
関
西
育
ち
、
二
十
歳
で
北
海
道
へ
赴
任

し
て
二
十
八
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
未
だ
北

海
道
の
冬
に
馴
染
め
な
い
寒
が
り
な
私
で
す

。
以
上
個
性
豊
か
な
恵
庭
市
在
住
の
五
人
家

族
で
す
。

道
外
へ
行
っ
た
経
験
の
な
い
家
族
を
伴
っ

て
自
由
の
利
く
マ
イ
カ
ー
で
私
の
地
元
等
兵

庫
県
か
ら
九
州
ま
で
の
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
に
で

か
け
、
渓
流
で
の
魚
と
り
や
気
候
の
違
い
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
よ
い
経
験
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
年
齢
に
応
じ
て
史
跡
な
ど
の
見
学

等
を
旅
行
に
取
り
入
れ
、
遊
園
地
等
の
遊
戯

施
設
ば
か
り
で
な
く
記
憶
に
残
る
体
験
学
習

を
兼
ね
た
家
族
旅
行
を
考
え
て
い
ま
す
。

駐
屯
地
業
務
隊

一
等
陸
曹

今
泉

英
雄

こ
の
度
新
し
い
家
族
が
増
え
十
七
年
ぶ
り

に
岩
見
沢
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
以
前
勤
務
し
て
い
た
頃
の
先

輩
、
同
僚
も
経
年
に
よ
る
変
化
を
除
い
て
は

以
前
と
変
わ
ら
ず
大
変
懐
か
し
い
気
持
ち
で

勤
務
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す

。
こ
の
十
七
年
の
う
ち
に
増
え
た
家
族
と
思

い
で
に
残
っ
て
い
る
家
族
旅
行
に
つ
い
て
簡

単
に
紹
介
し
ま
す
。

関門海峡にて

兵庫県中部の渓流にて

広島県呉市大和
ミュージアムにて

こ
の
度
八
月
一
日
付
で
、
札
幌
駐
屯
地
三

〇
一
基
シ
中
か
ら
三
一
四
基
通
に
転
属
し
て

き
ま
し
た
野
島
三
曹
で
す
。

総
戦
も
終
わ
り
、
落
ち
着
い
て
き
た
時
期

で
す
が
、
早
く
岩
見
沢
駐
屯
地
及
び
部
隊
に

慣
れ
、
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

自
分
は
電
話
班
に
属
し
て
お
り
、
電
話
機

工
事
・
点
検
等
で
各
部
隊
に
お
じ
ゃ
ま
す
る

こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
時

は
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

９月１１日、派遣隊で実施
された「大隊システム通信
戦技競技会」に選手として

参加

自

己

紹

介

第
三
一
四
基
通
中

岩
見
沢
派
遣
隊

三
等
陸
曹

野
島

基
晴



自衛隊退職者雇用協議会

岩 見 沢 支 部
事務局：岩見沢商工会議所 内

支部長： 五 十 嵐 閣

ＴＥＬ ：０１２６－２２－３４４５

３３６施中 清水３曹
釉愛（ゆあ）ちゃん
８月８日生まれ

３３６施中 濱崎３曹
和（のどか）ちゃん
８月１９日生まれ

坑道中 監物２曹
蘭（らん）ちゃん
７月２１日生まれ

３３５施中 箱山２曹
煌太（こうた）くん
６月２８日生まれ

冬
季
車
両
事
故
の
防
止
ポ
イ
ン
ト

初
冬
期

●
雪
が
降
る
前
に
、
早
め
に
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

●
冬
道
で
の
急
発
進
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
等
の
操
作
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
路
面
に
見
え
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー
ン
に
注
意
し
、
減
速
し
ま
し
ょ
う
。

●
路
面
の
変
化
に
常
に
気
を
配
り
、
減
速
を
心
掛
け
、
特
に
降
り
積
も
っ
た
雪
の
下
の
凍
結

路
面
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

厳
冬
期

●
雪
の
下
の
凍
結
路
面
、
緩
い
カ
ー
ブ
や
下
り
坂

片
勾
配
の
路
面
で
は
、
滑
る
こ
と
を
想
定
し
て
減
速
し
ま
し
ょ
う
。

●
「
滑
り
そ
う
」
と
い
う
緊
張
が
強
す
ぎ
る
と
急
ブ
レ
ー
キ
や
急
ハ
ン
ド
ル
に
つ
な
が
る
の

で
、
落
ち
着
い
た
運
転
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
吹
雪
や
車
両
の
巻
き
上
げ
る
雪
煙
へ
の
対
応
は
減
速
し
、
十
分
な
車
間
距
離
を
取
り
、
前

後
の
車
両
や
対
向
車
の
動
向
を
予
測
し
、
日
中
で
の
ラ
イ
ト
の
点
灯
、
ワ
イ
パ
ー
使
用
な
ど

安
全
確
保
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
道
路
脇
や
交
差
点
の
雪
山
が
視
界
を
さ
え
ぎ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
減
速
又
は
一
時
停
止
を
心

掛
け
、
安
全
確
認
し
な
が
ら
徐
々
に
交
差
点
に
進
入
す
る
な
ど
雪
山
の
陰
や
切
れ
目
か
ら
の

歩
行
者
の
飛
び
出
し
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
二
〇
警

岩
見
沢
連
絡
班

３１４基通中 加藤士長
詩乃（しの）ちゃん
８月２８日生まれ

冬

季

交

通

安

全

に

つ

い

て

私有車も官用車も
気をつけましょう！

３３５施中
２曹 小石川 ちから
妻 ○○さん

○月○日

３３６施中
３曹 中村 倫章
妻 由喜さん

７月７日

３３６施中
士長 坂口 卓史
妻 聖菜さん
９月２５日

後から写真
入れます




